
 
 

2030 年の社会の様相  学校の教育目標  子供、保護者・地域の特徴 

 
・生産年齢人口の減少、グローバル化

の進展、絶え間ない技術革新等による

社会構造や雇用環境の急速な変化。 

・急速な少子高齢化の中、持続可能な

社会の担い手として多様性、質的な豊

かさを伴った新たな価値を創造する担

い手としての期待。 

・AI の飛躍的な進化に伴う学校の存在

意味の大きな変化。 

・変化に向き合い、他者と協働して課題

解決し、情報を精査・再構成して新たな

価値につなげ目的を再構築することの

できるような子供を育てる学校教育の

在り方の見直しが必要。 

 

 
ー心豊かな人間性あふれる子ー 

○ やりぬく子 
○ 思いやりのある子 
○ よく考える子 

 
〈日本の子供〉 
○様々な教育格差の顕在化。 

○学ぶ意欲、自己肯定感、幸福感が低い傾向。 

〈向山小の児童〉 

○学校生活は楽しいと感じている。 

○友達に対して思いやりの気持ちをもって 

生活している。 

○学習は楽しいと思っているが自分の思いや 

考えを伝えることが、やや苦手。 

〈向山小の保護者・地域〉 

○子供を愛し、学校の教育活動に対しておお 

むね満足しており、協力的である。 

○PTA 活動、町会の活動が活発である。 

○子供たちが元気に挨拶できるようになることを

願っている。 
 

 

 

 

学  習  指  導 生  活  指  導 特別支援教育・教育相談 安全・安心な学校づくり 開かれた学校づくり 

○分かる授業・できるようにな
る授業、楽しい授業の実施 

・新学習指導要領の確実な完
全実施（5，6 年外国語、プロ
グラミング教育等） 

・主体的・対話的で深い学び
の視点からの授業改善 

・校内研究（国語）の充実 

・少人数習熟度別指導による 
算数指導、学力向上支援講 
師の活用(1，2 年算数 TT) 

・夏季休業中学力補充教室 
・ICT 機器の活用 
・学力調査結果等を基にした

授業改善推進プラン作成 
〇「向山スタンダード」を基に

した学習規律の定着 

〇読書活動の日常化（学校
図書館、読書週間） 

○教科等を核とした学級経営 

○栽培活動を通した環境学
習、文化芸術派遣事業 

○一人一人のよさや伸びに

目を向けた評価（言葉か
け、ノート等へのコメント） 

○家庭学習の定着の工夫 

○「向山スタンダード」「向山
小学校の子どもたち（生活

編）」を基にした生活規律
の定着 

○豊かな人間関係づくり 

・年間を通じた「あいさつ目
標」「あいさつ当番」等の実
施と丁寧な言葉遣いの励行

指導 
・学級活動や行事を生かした
自主的、実践的な態度の育

成、人間関係づくり、クラス
づくり、学級経営 

〇人権教育の推進 

・道徳、総合的な学習の時
間、縦割り班活動（ハッピ
ータイム）を通した指導 

○小中連携人権教育、課題
改善カリキュラムの実践 

〇道徳教育の充実 

・「特別の教科 道徳」の年間
35 時間実施 

・道徳授業地区公開講座の

実施 
○キャリア教育の推進（キャ

リアパスポートの活用） 

○特別支援教育の充実 
・特別支援コーディネーターを

中心とした校内委員会の開
催 

・特別支援教室（ポプラルー

ム）での指導の充実、特別
支援教室専門員、巡回心理
士との連携 

・個別支援計画を基にした指
導 

・関係諸機関との連携（フリー

マインド、SSW、ことばの教室
との連携） 
〇教育相談体制の充実 

・年３回のふれあい月間の実
施 

・スクールカウンセラー、心の

ふれあい相談員、学校生活
支援員との連携による子供
の悩みや問題行動への的

確な対応 
・相談室での相談体制の充
実 

 

〇安全教育の推進 
・避難訓練の工夫 
・向山小 SNS ルールの周知
徹底 

・セーフティ教室、交通安全教
室、情報モラル講習会、薬
物乱用防止教室の実施 

・通学路安全マップ作り等 
・学校安全安心ボランティア
の活用、東門の施錠 

〇いじめの未然防止・早期発
見・早期解決の徹底 

・学校いじめ防止基本方針に
沿ったいじめ一掃プロジェク
ト等の実施 

・生活アンケート、いじめアン
ケートの活用 

・いじめ防止授業の実施 
○食物アレルギー対応 

○広報活動、学校公開 
・年間８回の土曜学校公開 
・保護者会、個人面談 
・学校連絡メール有効活用 
・HP、学年だより等の工夫 
○教育課題委員会による学

校評価アンケートの分析
と改善策の提案 

〇年間３回の学校評議委員
会の開催 

〇学校・地域連携事業によ
る地域人材の活用による
教育活動の活性化 

○近隣幼稚園・保育園との 
交流推進 

○練馬区の小中一貫教育の 
方針に基づいた開進第
二中学校との連携 

〇６０周年記念行事の実施 
・地域、保護者を中心とした
祝賀会の計画と実施 

・校内の周年行事委員会に
よる準備（式典、記念誌、
児童集会、記念事業など） 

○働き方改革の推進 
・法令、練馬区推進プランに
基づいた確実な実施 

・ライフ・ワークバランスを考
えた校務改善 

 
健康なからだづくり 

 
〇年間３回の体育的活動週

間の設定（長縄、マラソン） 
〇オリンピック・パラリンピック

教育の実施(アスリートの
招聘、体験活動) 

○保健指導を生かした生活

習慣化、食育の推進 

目 指 す 学 校 像 「子供も教職員も保護者も地域も『幸せ』な学校」
地域にとって

子供も先生も元気で誇りに思える
学校

子供にとって

楽しくて夢や希望がもてて安心
して過ごせる学校

保護者にとって

安全・安心で、子供の成長が実感
できる学校

教職員にとって

やりがいがあり、自分の持ち味が
発揮できる学校

教育目 標達成、目指す学校像の実現のための重点と方 策

確かな学力の向上 心の教育の充実 安全・安心な体制づくり 60周年行事の推進

   【学校の役割】 
・変化の激しい時代をたくましく生
き抜き生涯に渡って学び続ける
ための生きる力(確かな学力、豊
かな心、健やかな体)を育む。 

・子供一人一人のよさや可能性を引
き出し、望ましい学習習慣と生活
習慣を身に付けさせる。 

・自分の立場と役割に責任をもち精
一杯、熱意をもって粘り強く指
導・支援をする。 

 



 


